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平成３０年１２月４日～１２月１３日 

町議会定例会会議録 

 平成３０年１２月４日第５回上三川町議会定例会は、上三川町役場議場に招集された。 

１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 津野田重一 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 石﨑 幸寛   第16番 田村  稔 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 津野田重一 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 石﨑 幸寛   第16番 田村  稔 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 小島 賢一  書記（総務係長） 遠井 正 

   書    記 柳田 裕子 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      隅内 久雄 

   教 育 長      森田 良司    総務課長      田中 文雄 

   企画課長      枝  博信    税務課長      伊澤 幸延 

   住民生活課長    星野 和弘    福祉課長      田仲 進壽 

   健康課長      梅沢 正春    保険課長      川島 信一 

   産業振興課長    石﨑  薫    都市建設課長    伊藤 知明 

   建築課長      川島 勝也    上下水道課長    小林  実 

   農業委員会事務局長 小池 光男    会計管理者兼出納室長 吉澤 佳子 

   教育総務課長    枝  淑子    生涯学習課長    星野 光弘 



 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

   日程第２  会期の決定 

   日程第３  報告第４号 議会の委任による専決処分事項の報告について（町有施設に係る事故

の和解に関する専決処分） 

   日程第４  議案第65号 町長の専決処分事項の承認を求めることについて（平成３０年度上三

川町一般会計補正予算（第４号）） 

   日程第５  議案第66号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

   日程第６  議案第67号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

   日程第７  議案第68号 上三川町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第８  議案第69号 公の施設の廃止及び長期かつ独占的な利用の特例に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

   日程第９  議案第70号 上三川町税条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第10  議案第71号 上三川町都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第11  議案第72号 上三川町環境美化条例の制定について 

   日程第12  議案第73号 小山広域保健衛生組合規約の一部変更について 

   日程第13  議案第74号 上三川町体育施設及び上三川町都市公園施設の指定管理者の指定につ

いて 

   日程第14  議案第75号 上三川町赤ちゃん誕生祝金条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第15  議案第76号 上三川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について 

   日程第16  議案第77号 上三川町高齢者福祉事業補助金等条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

   日程第17  議案第78号 上三川町農産物直売所の設置及び管理に関する条例の制定について 

   日程第18  議案第79号 上三川町企業誘致条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第19  議案第80号 上三川町中小企業・小規模企業の振興に関する条例の制定について 

   日程第20  議案第81号 上三川町下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに

伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

   日程第21  議案第82号 平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第５号） 

   日程第22  議案第83号 平成３０年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   日程第23  議案第84号 平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   日程第24  議案第85号 平成３０年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

   日程第25  議案第86号 平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

   日程第26  議案第87号 平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   日程第27  議案第88号 平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号） 
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午前１０時００分 開議 

○議長【田村 稔君】 皆さん、ご起立願います。 

（全員起立） 

○議長【田村 稔君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【田村 稔君】 ご着席ください。 

 平成３０年第５回上三川町議会定例会の開催に当たり、一言ご挨拶申し上げます。 

 本定例会は、条例制定などの重要議案が提出されます。議員各位には慎重に審議を尽くされ、町民の

負託に応えられますようご期待いたします。また、議会運営につきましてもご協力をお願い申し上げま

して、開会の挨拶といたします。 

 ただいまから平成３０年第５回上三川町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１６人です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程に入る前に諸般の報告をいたします。 

 議会事務局長に報告させます。議会事務局長。 

○議会事務局長【小島賢一君】 それでは、諸般の報告をいたします。 

 まず、監査関係では、例月現金出納検査結果が、平成３０年８月分から１０月分までの３カ月分、及

び平成３０年１０月に実施された定例監査結果報告が提出されております。 

 次に、組合議会関係では、平成３０年第２回小山広域保健衛生組合議会定例会審査結果が提出されて

おります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長【田村 稔君】 諸般の報告内容につきましては、お手元に配付の資料のとおりであります。 

 日程に入ります。本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。 

 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員に、４番・神藤昭彦君、５番・小川公威君を指名

いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、過日、議会運営委員会で慎重に審議され、お手元に配付のとおりで

あります。 

 会期日程案について、議会運営委員長の報告を求めます。１１番、議会運営委員長、生出慶一君。 

（１１番・議会運営委員長 生出慶一君 登壇） 

○１１番・議会運営委員長【生出慶一君】 本日招集されました平成３０年第５回町議会定例会の会期

運営につきましては、議長より諮問され、１１月１４日及び２７日に議会運営委員会を開き協議いたし
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ましたので、その結果について報告いたします。 

 本定例会に執行部から付議された案件は、報告１件、議案２４件、一般質問者は７名であります。 

 会期につきましては、本日１２月４日から１２月１３日までの１０日間といたしました。 

 １日目の本日は、会期等の決定後、執行部からの議案を全て上程し、そのうち議案６５号の専決処分

事項の承認、また議案６６号及び議案６７号の人事案件につきましては、委員会付託を省き、本日、採

決をお願いいたします。 

 次に、議案６８号から議案８１号までにつきましては、提案説明後、質疑を行い、所管の常任委員会

に付託し審査をお願いいたします。 

 議案８２号から議案８８号までの補正予算につきましては、提案説明後、全体質疑、討論を行い、本

日、採決をお願いいたします。 

 ２日目及び３日目は一般質問を行います。一般質問は、くじで決定しました順により、２日目５

人、３日目２人といたしました。 

 ４日目から５日目までは休会といたします。 

 ７日目及び８日目は常任委員会を開き、付託案件の審査をお願いいたします。 

 なお、委員会の開会は午前９時でお願いいたします。 

 ９日目は休会といたしますが、各常任委員会の審査結果の報告書の作成日といたしましたので、委員

長は報告書の取りまとめをお願いいたします。 

 １０日目を最終日とし、各常任委員長より付託案件の審査結果報告をいただき、質疑、討論、採決を

行い、全議案を議了したいと思います。また、最終日に総務文教常任委員会及び広報委員会の視察研修

結果報告、並びに議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の採決をお願いいたします。 

 なお、諸般の都合により日程に変更があった場合は、議長において取り計らいをお願いします。 

 以上をもちまして、議会運営委員会の報告を終わります。 

○議長【田村 稔君】 お諮りいたします。本定例会の会期は、委員長報告のとおり、本日から１３日

までの１０日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１３日までの１０日間と決

定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第３、報告第４号「議会の委任による専決処分事項の報告について（町有

施設に係る事故の和解に関する専決処分）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました報告第４号「議会の委任による専決処分事項の報告

について」、ご説明いたします。 

 平成３０年８月３０日午前１１時３０分ごろ、上三川町大字上三川３９６８番地１ほかの富士山公園

駐車場内で、立ち木の枝が落下し、相手方車両のルーフを損傷させました。町有施設の事故について和
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解となりましたので、地方自治法第１８０条第１項及び町長の専決処分事項の指定に基づき、議会に報

告するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたが、報告第４号は、これをもって終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第４、議案第６５号「町長の専決処分事項の承認を求めることについて

（平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第４号））」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６５号「町長の専決処分事項の承認を求める

ことについて」、ご説明いたします。 

 「平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」につきましては、法人町民税の確定申告等に

伴う還付金に対処するため、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、１０月３日付で専決処分を

行ったものでございます。 

 歳入につきましては、繰入金で財政調整基金繰入金の増額補正をし、歳出につきましては、総務費で

諸税還付金の増額補正をいたしました。 

 この結果、歳入歳出予算の総額に６４０万円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額を１０８

億２,２６３万８,０００円としたものでございます。 

 以上で説明を終わります。ご承認くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入ります。質疑はありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。議案第６５号「町長の専決処分事項の承認を求めることについて（平

成３０年度上三川町一般会計補正予算（第４号））」を承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第６５号は承認することに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第５、議案第６６号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６６号「人権擁護委員の推薦につき意見を求
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めることについて」、ご説明いたします。 

 人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき法務大臣が委嘱し各市町村に配置されており、委嘱につい

ては、町長が議会の意見を聞き、委員の候補者を推薦することとなっております。人権擁護委員６名の

うち、田中則子氏が、平成３１年３月３１日をもって任期満了となることから、同氏を再推薦するため、

議会の意見を求めるものでございます。 

 同氏は、人格見識が高く、広く社会の実情にも通じ、社会的にも信望が厚いことから、今後も本町の

人権擁護委員としてご活躍いただける方でございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、ご承認くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたが、本件につきましては質疑・討論を省略し直

ちに採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 異議なしと認めます。したがって、議案第６６号は、質疑・討論を省略するこ

とに決定いたしました。 

 これから採決いたします。 

 議案第６６号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、原案のとおり人権擁護委員

候補者として適任であるとすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第６６号については原案のとおり、人権擁護

委員候補者として適任であるとすることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第６、議案第６７号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６７号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」、ご説明いたします。 

 人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき法務大臣が委嘱し各市町村に配置されており、委嘱につい

ては、町長が議会の意見を聞き、委員の候補者を推薦することとなっております。人権擁護委員６名の

うち、谷中好江氏が、平成３１年３月３１日をもって任期満了となることから、同氏を再推薦するため、

議会の意見を求めるものでございます。 

 同氏は、人格見識が高く、広く社会の実情にも通じ、社会的にも信望が厚いことから、今後も本町の

人権擁護委員としてご活躍いただける方でございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、ご承認くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたが、本件につきましても質疑・討論を省略し直

ちに採決したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長【田村 稔君】 異議なしと認めます。したがって、議案第６７号は、質疑・討論を省略するこ

とに決定いたしました。 

 これから採決いたします。 

 議案第６７号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、原案のとおり人権擁護委員

候補者として適任であるとすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第６７号については原案のとおり、人権擁護

委員候補者として適任であるとすることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第７、議案第６８号「上三川町課設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６８号「上三川町課設置条例の一部を改正す

る条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、このたび行政サービスを執行する上で、町民の皆様からよりわかりやすい組織機構となる

ように検討を行いました。その結果、現行の執行体制から、福祉や産業等に関する部署に組織機構の変

更が必要となったため、本条例の一部改正をするものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託しますので、質疑の内容につ

きましては、努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては委員会において質疑をお願いいたします。 

 また、以降の議案においても、委員会に付託する議案に係る質疑については同様の取り扱いをお願い

いたします。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第８、議案第６９号「公の施設の廃止及び長期かつ独占的な利用の特例に

関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６９号「公の施設の廃止及び長期かつ独占的

な利用の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、特に重要な施設の長期かつ独占的な利用期間について、重要性を考慮して１０年から５年
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に変更するため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。なお、質疑の

後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたします。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第９、議案第７０号「上三川町税条例の一部を改正する条例の制定につい

て」及び日程第１０、議案第７１号「上三川町都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について」

の２議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７０号「上三川町税条例の一部を改正する条

例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、平成３１年１０月１日から導入される軽自動車税の環境性能割について、当分の間、県が

賦課徴収事務を行うことに当たり、県における自動車税環境性能割の例により実施するため、本条例の

一部を改正するものでございます。 

 改正内容は、軽自動車税の環境性能割の非課税、課税免除及び減免を規定するものでございます。 

 次に、議案第７１号「上三川町都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について」、ご説明いた

します。 

 本案件は、平成３０年３月３１日に公布された地方税法等の一部を改正する法律において、地方税法

の条項番号に変更が生じたことから、当該法律を引用する条例の附則について所要の修正を行うため、

本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。なお、質疑の

後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたします。 

 質疑はありませんか。勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 この都市計画税のことについて、わかりやすくちょっと説明をいただきたいん

ですが、国がどのようにこの法律を改正するのか、ちょっと私には飲み込めませんので、それを変える

とですね、今、上三川町の都市計画税はどんなふうに変わるのかを、簡単で結構ですから、具体的にわ

かりやすく説明していただけるとうれしいんですが。いただけますか。 

○議長【田村 稔君】 執行部の答弁を求めます。税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 都市計画税につきましては、条項の改正ということでございますので、内

容につきましては変更はございません。しかし、この条項の改正はなぜ起こったかといいますと、本年

の最初の議会で専決いただきました、これは４月１日施行なもんですから専決をいただいたわけなんで



7 

すが、これは固定資産税のほうの中小企業の生産性向上のための法律が、時限立法が１つ削除され、新

たな別の形での制度が追加されたものですから、それによって、何ですか、条項が移動したもので、固

定資産税のほうにつきましてはそういったことなんですが、都市計画税のほうは単に条項の移動なもん

ですから、内容につきましては変更はございません。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 そうすると、この都市計画税が、ずっと私たちは払ってかなきゃなんないとい

うところに物すごい不安があるわけです。これが、全員が都市計画税払ってるなら何の問題もないんで

すが、都市部、それから団地をつくったときの、県がつくったもの、そういうものだけが都市計画税を

払っているわけです。一般の方はこの都市計画税すらもわからないんですが、この都市計画税を、条例

が変わることによって、取られてる方がもっと取られるのか、固定資産税が上がっちゃうのか、そうい

うところが私たちには不安なんですね。払ってない方はまず人んちの話だと思って黙って聞いてるわけ

です。払ってる人に対しては、これは条例が変わったら固定資産税が高くなんじゃないかという不安が

あるわけです。その辺のところは現状と何ら変わりがないんだと、都市計画税はいつまでも目的税なん

で、それを取ってくんだという執行部の考え方が、私はちょっと聞きたいと思って今質問したんで、こ

れが、条例が変わっても都市計画税が上がるという、都市計画税が上がるので固定資産税が上がるとい

うようなことはないんですね。 

○議長【田村 稔君】 税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 都市計画税におきましては条項の改正だけなもんですから、今までの制度

と変わると、法律と変わるところはございません。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１１、議案第７２号「上三川町環境美化条例の制定について」を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７２号「上三川町環境美化条例の制定につい

て」、ご説明いたします。 

 本案件は、町民の環境意識の高まりを受けて、清潔で美しいまちづくりを目指すため、空き缶やごみ

の散乱防止、所有する土地の適正管理、愛玩動物の適正飼育について、町に関係する全ての者の責務及

び役割を明確にすることを目的として本条例を制定するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
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 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１２、議案第７３号「小山広域保健衛生組合規約の一部変更について」

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７３号「小山広域保健衛生組合規約の一部変

更について」、ご説明いたします。 

 本案件は、現在、下野市に建設中のマテリアルリサイクル推進施設が平成３１年４月１日から稼働す

ることに伴い、同市旧石橋町区域の不燃ごみ、不燃系粗大ごみ、不燃系資源物、有害ごみ、使用済み小

型家電の処理を受けることから、小山広域保健衛生組合規約の変更が必要となったものでございます。

組合規約を変更するためには、地方自治法第２８６条第１項の規定により、組合を構成する２市２町で

協議が必要であるため、地方自治法第２９０条の規定により、本議案を提案するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１３、議案第７４号「上三川町体育施設及び上三川町都市公園施設の指

定管理者の指定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７４号「上三川町体育施設及び上三川町都市

公園施設の指定管理者の指定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、上三川町体育施設及び上三川町都市公園施設につきまして、平成３１年４月１日から平

成３４年３月３１日までの期間、施設を管理運営する指定管理者として、株式会社日本水泳振興会栃木

営業所を指定するもので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 
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○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 これはなぜ、前の業者がおやめになった理由というのは、何か特定な理由があ

るのですかということが１つ。また、ここに水泳振興会といういきいきプラザの指定管理者がここへま

た出てきたという、その理由ですね。なぜこの会社がやらなきゃならなくなってきたのかという説明を

ちょっと聞きたいのと、以前の会社はどうしてこれを辞退したのかというところを詳しく説明していた

だけますか。 

○議長【田村 稔君】 執行部の答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 まず、現業者が申し込みをしなかった理由につきましては、現在の業

者が指定管理業務から撤退ということを伺っております。それと、今回の指定業者の決定につきまして

は、公募型プロポーザル方式ということで公募を行いまして、その結果応募が１者ということで、株式

会社日本水泳振興会栃木営業所に決定したということでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 撤退した理由がなければ、撤退した理由が、私、聞いてるわけですから。利益

が出ないで撤退するとか、条件が不備だから撤退するとかって撤退する理由があって、撤退していった

理由を聞いてるんですね。なぜ撤退していったのか。それと、もう１つ。この日本水泳振興会栃木営業

所というのは、これ、雀宮にいつ設立されたのか。これ、たしか、水泳振興会は宇都宮に事務所があっ

たというふうに私は記憶してるんですが、宇都宮市内ですね。ごめんなさい。 

○議長【田村 稔君】 携帯は切ってください。 

○９番【勝山修輔君】 すいません、失礼しました。雀じゃなかったと思うんですが、いつのまにか雀

に住所が変わってるのが１つとですね、公募したのに１者しか来なかったというのは、公募した理由が

ちょっとわかんなかったのか、それとも、公募した理由が、何で公募したのかというのが、どんな町で

も１者しか来なくて、その１者が１人で決まっちゃうなんて公募の仕方はないと思うんですが、私がい

つも言ってるような、またここで質問の途中でまた変なことになっちゃうんで、言葉はちょっとやめま

すが、そういうことがあるんじゃないかなというふうに疑問視してるんですが、このところのなぜやめ

たのか。利益がないからやめたのか、それともやっていけなくなってやめたのか。やめた、撤退するに

は理由があったと思うんです。その理由を行政側が何も知らないで、やめますって言ったから今度公募

しますよ、公募が１者しか来ませんからあなたに決めましたよというのは、何か流れをこう見てると、

この会社ありきで物事が進んでんじゃないかというふうに、誤解を招くんじゃないかというふうに思っ

てるんですが、その辺のところ、詳しく説明をしていただけますか。 

○議長【田村 稔君】 執行部の答弁を求めます。わかる範囲で答えてください。生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 まず、現在の業者の撤退理由ですが、こちらは先ほども申し上げまし

た、業者が指定管理事業自体から撤退ということで伺っております。 
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 それと、日本水泳振興会の事業所の位置ですが、以前の状況は確認しておりませんが、現在、町の登

録が雀宮町、失礼しました。宇都宮市雀宮町１２３番７５号ということで登録にされておりまして、問

題ないかと考えております。 

 公募の状況につきましては、町のホームページ等で９月１８日から２６日までの間、募集要項等を掲

載、及び窓口で募集要項等の配付を行って、選定の事務を進めてまいりましたが、最終的に応募が１者

のみということでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑、９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 そうすると、１０日間でホームページで公募をしただけで終わったということ

でよろしいんですか。そうすると、９月１８日から２８日までホームページで公募してますよというこ

とで、公募者は誰もいなかったので、水泳振興会が手を挙げてきたので、決まったということでよろし

いんでしょうか。それとも、ほかにこの何とかっていう、この公募の仕方ってのは、幾日前にしなきゃ

なんないっていう規定か何かがあったと思うんですが、それはなかったんでしょうか。説明してくださ

い。 

○議長【田村 稔君】 執行部の答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 こちら、町の募集関係につきましては、町の規定に則りまして、募集

の方法につきましても通常どおりの方法ということで行ってまいったところでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１４、議案第７５号「上三川町赤ちゃん誕生祝金条例の一部を改正する

条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７５号「上三川町赤ちゃん誕生祝金条例の一

部を改正する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、滞納者へのまちづくり補助金の支出の制限に基づく対応、支給対象児童及び申請者の住所

要件を追加するため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。１４番、稲葉 弘君。 
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○１４番【稲葉 弘君】 ２点なんですけども、１点目はですね、赤ちゃん誕生祝金ということで、条

例ということなんですけども、この条例の内容ですね、それをお聞きしたいということと、もう１点は

ですね、この補助対象者は現在何人で、そのうち何人の方がね、要するに影響があるのかってことでお

聞きしたいと思います。 

○議長【田村 稔君】 執行部の答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 １点目の質問にお答えいたします。条例改正の内容でございますが、大き

く分けまして２つございます。 

 １つ目がですね、支給要件の中の支給対象者の住所に関する要件の改正でございます。具体的に申し

上げますと、支給対象者の住所が、事例のほうで申し上げたほうがよろしいかと思いますので、事例の

ほうを申し上げます。例えばでございますが、家族、旦那さん、ご主人と奥様とお子様とそれぞれ上三

川にお住まいであった方がですね、ご主人だけ住所を残してほかの市町に転出なさった方についても、

今までの条例でございますと支給をしていたということでございます。本来の補助金の趣旨ですと、上

三川町内に住んでいただいて３人目のお子様も同時に育てていただきたい、そういった趣旨のお祝い金

でございますので、ご主人、それから奥様、それからお子様たちが引き続き、誕生の後もですね、引き

続き上三川町でお住まいになっていただけるような内容で条例の改正をしたところが１点でございます。 

 もう１点につきましては、納付、徴税あるいは保育料等の納付要件を付したところでございます。こ

ちらはまちづくり補助金のほうで、趣旨に沿った形で、滞納等がない方にお祝い金を差し上げようとい

う内容で改正をしたものでございます。 

 次に、補助対象者でございますが、平成３０年度の当初予算でも４５組ほど想定しておりまして、金

額にしまして９００万円の予算を計上したところでございます。この数字につきましては、平成２７年

度は決算ベースで４７人分の支出をしたところでございます。２８年度については３３人分、２９年度

分につきましては４０人に対してお祝い金を支出したものでございます。 

 あと、影響でございますが、こちらにつきましては、滞納者についてこれまで要件を付しておりませ

んでしたので、状況については把握しておりません。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑はありませんか。１４番、稲葉 弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 状況を結局把握してないから出ないんだっつうことなんですけど、結局条例

を出す以上はね、やはりそれだけの、調べてですね、これだけ影響あるってことでね、やっぱり議会に

出すべきだって思うんですけども、それはどういうことなんですか。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 平成３０年度分については現況で把握してる範囲でお答えさせていただき

ます。これまでに申請のあった方の中で滞納されていた方、お二人ほどいらっしゃったように把握して

おります。その方については滞納分について納めていただいていらっしゃるということで、その状況的

には、そのような状況になっております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他。１４番、稲葉 弘君。 
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○１４番【稲葉 弘君】 町ではね、子育て支援ということでこの間いろんなことをやってますけども

ね、やはり子育て支援という考えでね、やはりやった場合ね、滞納だからってことで祝い金も出さない

とかね、そういうことになったらですね、やはり新しい住民が来てね、やはり上三川ってこういうとこ

ろなんですかと、そういうことになると思うんですよね。だからそういう点で承服はできないですけど

も、その点、町長、どういうふうに考えてるんですか。 

○議長【田村 稔君】 町長。 

○町長【星野光利君】 きちんとですね、これは滞納というのは、払える能力があるのに払っていただ

けない方ということで考えておりますので、善良な納税者が逆にですね、逆に不利益を被る、そういう

形になりますので、納税できる、能力のある方は納税をきちんとしていただいて、その納税していただ

いたお金で子供の、子育て支援に使ってきたいと、そういうふうに考えております。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１５、議案第７６号「上三川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７６号「上三川町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、本条例の一部を改正す

るものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１６、議案第７７号「上三川町高齢者福祉事業補助金等条例の一部を改

正する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７７号「上三川町高齢者福祉事業補助金等条

例の一部を改正する条例の制定について」、ご説明いたします。 
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 本案件は、滞納者へのまちづくり補助金の支出の制限に基づく対応等のため、本条例の一部を改正す

るものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。１４番、稲葉 弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 先ほどと同じような質問なんですけども、補助金ってことであるんですけど

も、具体的に言いますとね、上三川シルバーカー購入費補助金ということで、この実績と影響ですね、

影響する方、何人ぐらいあるのか。これをお願いしたいと思うんですけども、その後、家具転倒防止で

すか、それとか、あとはこの条例に沿ってお願いしたいんですけど。 

○議長【田村 稔君】 執行部の答弁を求めます。保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 すいません、今手元に数字がありませんので、後ほどお答えいたします。 

○議長【田村 稔君】 １４番、稲葉 弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 ぜひ後で提出していただきたいと思うんですけども、この条例によってです

ね、福祉関係で幾らぐらいの減額を予定してるんですか。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 先ほどと同じになって申しわけございませんが、手元に現在、数字があり

ませんので、後ほどお答えいたします。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１７、議案第７８号「上三川町農産物直売所の設置及び管理に関する条

例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７８号「上三川町農産物直売所の設置及び管

理に関する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、本町の農産物、加工品等を直接販売し、農業所得の向上、農業担い手の育成確保及び地産

地消の推進を図るとともに、消費者との交流を通じて食と農への理解と関心を深め、活力ある農業の振

興及び地域の活性化を推進するための農産物直売所の設置及び管理に関する条例を制定するものでござ

います。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし
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ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１８、議案第７９号「上三川町企業誘致条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７９号「上三川町企業誘致条例の一部を改正

する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、滞納者へのまちづくり補助金の支出の制限及び町内において操業する企業の流出防止と雇

用の維持、創出並びに地域経済の活性化を図るため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第１９、議案第８０号「上三川町中小企業・小規模企業の振興に関する条

例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第８０号「上三川町中小企業・小規模企業の振

興に関する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、中小企業・小規模企業が本町の経済及び町民生活にとって重要な役割を有することを地域

社会全体で再認識し、その振興を推進するため、本条例を制定するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第２０、議案第８１号「上三川町下水道事業に地方公営企業法の規定の全

部を適用することに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第８１号「上三川町下水道事業に地方公営企業

法の規定の全部を適用することに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」、ご説明いたしま

す。 

 本案件は、人口３万人以上の市区町村においては、下水道事業について平成３２年度までに公営企業

会計への移行が必要とする平成２７年１月２７日付の総務大臣通知に基づき、公共下水道事業に地方公

営企業法の規定の全部を適用するため本条例を制定するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ます。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午前１０時５５分 休憩 

 

午前１１時０９分 再開 

○議長【田村 稔君】 休憩前に復して会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 先ほどの稲葉議員のご質問の中で、赤ちゃん誕生祝金の条例改正に伴う影

響者数についてご質問いただきました。それに対して私のほうで平成３０年度に２名ほど事例がござい

ます旨の発言をさせていただきましたが、その２名につきましてはチャイルドシートを補助金のほうで

事例があったものでございます。赤ちゃん誕生祝金については、現時点の条例では、税情報の開示等の

承諾を得ておりませんので、現時点では滞納であるかどうかということは把握できておりません。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 先ほど稲葉議員からご質問のありました高齢者福祉事業補助金等条例の改

正についてでございますが、まず１つ目のシルバーカー購入費補助金、昨年度実績ですと２６台、続き

まして転倒防止器具等取付費補助金、こちらにつきましては昨年度実績はありませんでした。その次の
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敬老祝金、こちらにつきましては８０歳で１９７人、８５歳で１５７人、９０歳で８８人、９５歳

で３５人、１００歳で２人でございます。 

 続きまして４つ目の寝たきり高齢者等介護手当、こちらにつきましては延べ支給件数は３０２件にな

ります。１０月と３月に支給でございます。 

 その次の高齢者介護用品支給、こちらにつきましては昨年度２１人に支給しております。 

 その次の家族介護慰労事業、こちらにつきましては、昨年度は実績はございませんでした。 

 １つ飛びました、済みません。高齢者日常生活用具給付事業、こちらにつきましては昨年度１件の給

付がございました。 

 以上でございます。また、それの影響についてでございますが、福祉課長からご説明ありましたよう

に、滞納要件について、納税についてのそういった情報開示については請求しておりませんので、そち

らについては把握していないところでございます。 

 以上です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 日程第２１、議案第８２号「平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第５

号）」から、日程第２７、議案第８８号「平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」ま

での７議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第８２号「平成３０年度上三川町一般会計補正

予算（第５号）」について、主なものをご説明いたします。 

 今回の補正予算は、当面する課題に適切に対応するため、当初予算に見込むことができなかったもの、

額の確定もしくは確定見込みのもの、さらに債務負担行為を補正するとともに、今後の財政運営の安定

性及び健全性に配慮することとして編成したものでございます。 

 まず、歳入につきましては、町税では、法人町民税の増額補正をいたします。 

 使用料及び手数料では、道路占用料及び法定外公共物使用料を増額補正いたします。 

 国庫支出金では、障害者自立支援給付費に係る負担金、社会保障・税番号制度に係る補助金及び国民

年金事務に係る委託金の増額補正をいたします。 

 県支出金では、障害者自立支援給付費に係る負担金、並びに環境保全型農業直接支援対策事業及び経

営体育成支援事業に係る補助金の増額補正をいたします。 

 繰入金では、財政調整基金繰入金の減額補正をいたします。 

 諸収入では、主に法人町民税の修正申告による延滞金の増額補正をいたします。 

 次に、歳出につきましては、職員構成の変動等による人件費の補正のほか、総務費では、主に社会保

障・税番号制度に係る委託料の増額補正をいたします。 

 民生費では、主に障がい者自立支援給付費の増額補正をいたします。 

 衛生費では、主にごみ処理施設の利用に係る負担金の増額補正をいたします。 

 農林水産業費では、主に農産物直売所整備事業に係る工事請負費の増額補正をいたします。 
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 土木費では、主に富士山地区市街地整備事業に係る道路用地取得費の増額補正をいたします。 

 教育費では、主に準要保護児童援助費の増額補正をいたします。 

 さらに、債務負担行為の補正といたしまして、平成３０年度ＬＥＤ防犯灯整備事業、上三川町農産物

直売所指定管理者及び上三川インター南産業団地造成事業負担金を追加いたします。 

 この結果、補正予算の総額は６,５６０万２,０００円の増額となり、補正後の平成３０年度一般会計

予算を１０８億８,８２４万円とするものでございます。 

 次に、議案第８３号「平成３０年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」につい

てご説明いたします。 

 歳入では、一般会計繰入金の減額、歳出では、職員構成の変動等による職員給与費の減額及び国保事

業報告システムの改修等による増額などで、歳入歳出５７２万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ３０億６,７６８万４,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第８４号「平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」についてご

説明いたします。 

 歳入では、一般会計繰入金の増額、歳出では、職員構成の変動等による職員給与費の増額などで、歳

入歳出６１２万円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２億３,４４０万４,０００円と

するものでございます。 

 次に、議案第８５号「平成３０年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」について

ご説明いたします。 

 歳入では、一般会計繰入金の減額、歳出では、職員構成の変動による職員給与費の減額で、歳入歳

出７６万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２億６,６２４万３,０００

円とするものでございます。 

 次に、議案第８６号「平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）」について

ご説明いたします。 

 歳入では、繰入金の減額、歳出では、主に会計間の異動に伴う人件費の減額のため、歳入歳出それぞ

れ１９６万５,０００円を減額し、総額を１２億４,６５９万６,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第８７号「平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」につい

てご説明いたします。 

 歳入では、主に繰越金の増額、歳出では、主に工事請負費の増額のため、歳入歳出それぞれ４０７

万２,０００円を増額し、総額を３億２,１０７万２,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第８８号「平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」についてご説明いた

します。 

 収益的支出における補正増額４２万円の内容は、会計間の異動等により手当等を増額するものでござ

います。 

 以上で各補正予算の説明を終わります。 

 なお、詳細につきましては、所管課長より説明させますので、慎重審議の上、可決くださいますよう

お願いいたします。 
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○議長【田村 稔君】 所管課長の説明を求めます。税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 議案第８２号「平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第５号）」につ

いてご説明いたします。 

 事項別明細書によりご説明いたします。補正予算書の１２、１３ページをお開き願います。 

 歳入についてご説明いたします。 

 第１款町税、第１項町民税、２目法人、１億２,４８０万９,０００円の増でございますが、大企業の

修正申告によるものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、第１２款使用料及び手数料、第１項使用料、５目土木使用料、

補正額５０５万３,０００円の増額につきましては、民間事業者による使用料の増加により、道路占用

で２２４万６,０００円、法定外公共物で２８０万７,０００円をそれぞれ増額するものでございます。

第１３款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目民生費負担金、補正額１,１０４万３,０００円の増額に

つきましては、障害福祉サービス、障害児通所給付費それぞれにつきまして、利用者の増に伴い増額す

るものでございます。同じく第２項国庫補助金、１目総務費補助金、補正額４８６万円の増額につきま

しては、社会保障・税番号制度システム改修事業で、事業費確定によりまして住民基本台帳システム改

修、コンビニ交付システム改修それぞれの改修費用を補助金として受けるため増額するものでございま

す。同じく第３項委託金、２目民生費委託金、補正額３７万８,０００円の増額につきましては、国民

年金事務で産前産後保険料免除の法改正に伴い、受付処理簿システム改修費用につきまして、委託金と

して受け取るため増額するものでございます。 

 第１４款県支出金、第１項県負担金、１目民生費負担金、補正額５５２万１,０００円の増額につき

ましては、先ほど説明しました障害福祉サービス等の利用者増に伴う県からの負担金でございます。同

じく第２項県補助金、３目農林水産業費補助金、補正額１２９万８,０００円の増額でございますが、

環境保全型農業直接支払対策事業で実施面積の増加により９万２,０００円を、また、経営体育成支援

事業で、本年９月の台風２１・２４号で被害を受けました農業施設復旧費用としまして１２０

万６,０００円をそれぞれ増額するものでございます。 

 第１７款繰入金、第２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額９,１８０万円の減額につき

ましては、町民税の増額に伴いまして繰入額を減額補正するものでございます。 

 第１９款諸収入、第１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、補正額３８０万円の増額につきまし

ては、このたびの町民税修正申告等により増額するものでございます。同じく第４項、３目雑入、補正

額６４万円の増額につきましては、芳賀地区広域行政事務組合斎場利用に係る平成２９年度分の分担金

の額の確定により還付金が生じたため、増額するものでございます。 

 以上で、歳入につきましての説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 続きまして、歳出予算についてご説明いたします前に、事項別明細書の前

に給与明細書のほうで給与費関係を一括して説明したいと思います。また、一括説明の後に、給与費に
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つきましては各事項別明細での説明のほうは省略させていただきますのでご了承願います。 

 それでは、補正予算書２６ページ、２７ページをお開きください。２６ページになります。補正予算

給与費明細書、一般職、（１）総括になります。表の下段、比較の欄をごらんください。まず、職員

数１名の減につきましては、平成２９年度末におきまして予定外の退職者が出たことによるものでござ

います。 

 次に、給与費、給与６４０万円の減額は、前年度末における職員の予定外退職、また職員構成の変動

によるものでございます。 

 職員手当２４８万円の増額につきましては、下段の手当の欄で詳細説明いたします。 

 共済費８１４万７,０００円の減額につきましては、今年度早期退職者が出なかったことによって減

額となるものでございます。 

 次に、職員手当の内訳、下段の表ですね。比較の欄をごらんいただきたいと思います。まず、管理職

手当４１万５,０００円の増につきましては、対象人員の増によるものでございます。扶養手当４８

万２,０００円の増は対象者の増によるものでございます。通勤手当３６万５,０００円の増も対象者の

増によるものでございます。時間外勤務手当１７７万８,０００円の増につきましては、主なものとし

まして、児童福祉費では児童手当、それから保育所関係事務の増によるものでございます。また、子育

て支援センター費では、相談受理件数が増加したことによるものでございます。 

 下の段になります。勤勉手当２４８万６,０００円の減につきましては、会計間の異動と職員の異動

によるものでございます。住居手当１６７万１,０００円の増につきましては、対象職員の増によるも

のでございます。児童手当４５万５,０００円の増は、対象人員増によるものでございます。 

 以上で給与費明細書のほうを、説明を終わります。 

 補正予算書１４ページ、１５ページをお開きください。この後につきましては、給与費関係の説明は

省略させていただきます。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１目総務管理費、７節賃金、２２６万２,０００円の増でござい

ます。こちらにつきましては、今年度産休等の職員がふえたことによる増額補正をするものでございま

す。 

 同じく４目交通安全対策費、８節報償費７万２,０００円の増額。こちらにつきましては高齢者運転

免許証自主返納奨励費のほうなんですが、当初見込みでは月３人、年間で６０人ほど見込んでおりまし

たが、実績としましては月５人、失礼しました。当初では月３人ほどを見込んでたんですが、実績では

月５人ほどの申請がございましたので、差額分７万２,０００円を補正するものでございます。 

 ５目防犯費、補正額８５万４,０００円、工事費の減額でございます。こちらにつきましては、防犯

灯の工事費のほうを今年度からリース事業で実施することにしたため、工事費のほうを減額するもので

ございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【星野和弘君】 続きまして、１６、１７ページをお開き願います。 

 第３項戸籍住民基本台帳費、２目住民情報管理費の４８６万円の増額は、１３節委託料でマイナンバ



20 

ーカード、通知カード、住民票の写し等への旧姓併記を可能とするよう住民基本台帳システムの改修を

行うものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 第３款民生費、第１項社会福祉費、２目障害者福祉費、補正額２,２０８

万６,０００円の増につきましては、障がい者自立支援給付費に係る２０節扶助費でございまして、障

害福祉サービス及び障害児通所に係る給付実績の増に伴うものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 続きまして、５目老人福祉費、２８節繰出金１５５万９,０００円の減額

につきましては、国民健康保険事業特別会計５７２万８,０００円の減額、介護保険事業特別会

計４９３万２,０００円の増額、後期高齢者医療特別会計７６万３,０００円の減額で、これらは会計間

の職員異動等によるものでございます。 

 続きまして、６目国民年金事務費、１３節委託料３７万８,０００円は、法改正に伴うシステム改修

によるものです。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 第２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正額８４５万９,０００円の

増につきましては、人件費のほか２３節の償還金、利子及び割引料において８５７万４,０００円を計

上しており、平成２９年度分子ども・子育て支援交付金の額の確定により、国・県それぞれに４２８

万７,０００円を返還するものでございます。 

 続きまして、３目保育所費、補正額３９３万６,０００円の増につきましては、２３節償還金、利子

及び割引料で、平成２９年度分子どものための教育・保育給付費、負担金の額の確定により、国

に２５０万３,０００円を、県に１２５万２,０００円をそれぞれ返還するとともに、平成２９年度分栃

木県施設型給付費等事業費補助金の額の確定により、１８万１,０００円を返還するものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【星野和弘君】 続きまして、１８、１９ページをお開きください。 

 中ほどになりますが、第４款衛生費、第２項清掃費、２目じん芥処理費は、２,８８７万７,０００円

の増額でございます。うち、１１節需用費の３０万円の増額は修繕料で、ほろ付トラックの荷台部分、

これが損傷したため修繕するもの等でございます。 

 続きまして、１９節負担金、補助及び交付金の２,８５７万７,０００円の増額は、宇都宮市への負担

金の２９年度分の精算による額の確定でございます。 

 以上でございます。 

○議長【田村 稔君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 ２０、２１ページをお開き願います。 



21 

 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、３目農業振興費の３４９万１,０００円の増額補

正でございますが、１２節役務費の１万７,０００円の増額は、農産物直売所新築に伴う建築確認完了

手数料について委託料から手数料で支出することにしたことに伴い、また、１３節委託料の６

万５,０００円の減額は、農産物直売所新築工事の監理業務委託料の確定など額の確定見込みにより補

正するものでございます。１５節工事請負費の２２６万４,０００円の増額は、農産物直売所新築に伴

う駐車場のアスファルト舗装や街灯の設置、さらには陳列棚等の設置に係る経費について補正するもの

でございます。１９節負担金、補助及び交付金の１２７万５,０００円の増額は、負担金の水道加入金

の５万４,０００円の減額と、下水道受益者負担金の２４万３,０００円の減額は、新築する農産物直売

所に水道の設置を行わないことにしましたことから、補助金の経営体育成支援事業の１４４

万８,０００円の増額は、ことし発生しました台風２１号及び台風２４号により被災したパイプハウス

などの農業用施設の復旧を支援するための経費として、さらには交付金の環境保全型農業直接支援対策

事業の１２万４,０００円の増額は、当該事業の支援の対象となる生産活動への取り組み面積が、当初

予算で見込みました面積より増加し、予算額に不足が生じることになりましたことから補正するもので

ございます。 

 続きまして、５目農地費の４６万１,０００円の増額補正でございますが、１９節負担金、補助及び

交付金の１５１万３,０００円の増額は、下野市の南河内土地改良区で管理する頭首工が台風１３号に

より被災しましたことに伴い、下野市においてその復旧を支援することになりましたことから、本町の

受益面積に応じた額を下野市に負担すべく補正するものでございます。また、２８節繰出金の１０５

万２,０００円の減額は、農業集落排水事業特別会計における繰越金の確定に伴い補正するものでござ

います。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 続きまして、２２、２３ページをお開き願います。 

 第８款土木費、第４項都市計画費、１目都市計画総務費の１７節公有財産購入費の３６６

万６,０００円につきましては、富士山地区市街地整備事業において地権者との協議が整ったことから、

道路用地取得費を増額補正するものでございます。２８節繰出金につきましては、公共下水道事業費の

減額に伴い、公共下水道事業特別会計への繰出金を１９６万５,０００円減額補正するものです。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 続きまして、２４、２５ページをお開き願います。 

 ２段目になりますが、第１０款第２項小学校費、２目教育振興費につきましては、２０節扶助費にお

いて準要保護認定児童の増加により今後支給予定の援助費に不足が生じるため、１１４万５,０００円

の増額補正を計上したものでございます。 

 また、その下になりますが、第３項中学校費、１目学校管理費におきましては、上三川中学校の理科

室においてガス漏れが確認できたため、その対応策として老朽化したガス管の改修工事を実施した

く、１５節工事請負費２０２万１,０００円の増額補正をお願いするものです。 
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 以上です。 

○議長【田村 稔君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 続きまして、第４項１目社会教育総務費、１９節負担金、補助及び交

付金、１９万２,０００円の増額補正につきましては、自治会公民館建設助成事業補助金でありまして、

東蓼沼東西の共同公民館において、トイレ給水管が破損し漏水したためにトイレ周辺部の地盤が流れ、

建物が傾いたことから、また、台風２４号の強風により軒天の一部が破損したため、早急に修繕工事が

必要であることによるものでございます。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、一番下になります。第１４款第１項１目予備費の２

万６,０００円の増額につきましては、端数調整でございます。 

 ページのほうですね、８ページのほうにお戻りいただきたいと思います。第２表債務負担行為補正で

ございますが、表に記載のとおりですね、平成３０年度ＬＥＤ防犯灯整備事業としまして平成４０年２

月末日までのリース契約を結ぶため、期間をですね、平成３１年度から平成３９年度まで、限度額

を１６０万５,０００円に、次にですね、今年度整備をしております上三川町農産物直売所の指定管理

につきまして、今年度中にですね、指定管理者を選定する必要がございますことから、期間を平成３０

年度から平成３３年度まで限度額を２４０万円に、次にですね、上三川インター南産業団地造成事業負

担金としまして、本事業のですね、事業主体でございます栃木県土地開発公社と、今年度、基本協定を

締結するため、期間をですね、平成３０年度から平成３７年度まで、限度額を総事業費から町整備の工

事費用を除き、そこから産業用地の分譲収入を差し引いた額としましてそれぞれ定めるものでございま

す。 

 以上で、平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第５号）の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 続きまして、議案第８３号「平成３０年度上三川町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号）」についてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開きください。 

 ２の歳入からご説明いたします。 

 第９款第１項繰入金、２目一般会計繰入金５７２万８,０００円の減額は、会計間の職員異動等によ

るもの及び国保事業報告システム改修によるものでございます。 

 続きまして、次のページ、１２ページ、１３ページをお開きください。 

 ３の歳出についてご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費のうち、２節給料、３節職員手当等、４節共済費

等のそれぞれの減額は、会計間の職員異動等によるものでございます。１３節委託料２７万円は国保事

業報告システム改修によるものでございます。 

 第５款第１項保健事業費、１目保健衛生普及費、１２節役務費１４万５,０００円は通信運搬費で、

確定申告にあわせて医療費通知を１回追加して送付するための増額でございます。 
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 １３款第１項１目予備費１４万５,０００円の減額は、先に説明いたしました郵送費分を予備費によ

り調整するものでございます。 

 次の１４ページ、１５ページをお開きください。 

 補正予算給与費明細書で職員数を比較増減で１名減らしておりますが、これは国民健康保険事業担当

職員１名を介護保険事業担当職員としたことによるものでございます。 

 続きまして、議案第８４号「平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開きください。 

 ２の歳入からご説明いたします。 

 第４款国庫支出金、第２項国庫補助金、４目事業費補助金１１８万８,０００円は、介護報酬改定に

伴うシステム改修事業が国庫補助金として認められたことによるものでございます。第８款繰入金、

第１項一般会計繰入金、５目その他一般会計繰入金４９３万２,０００円の内訳は、１節職員給与費等

繰入金６１２万円は会計間の職員異動等によるもので、２節事務費繰入金１１８万８,０００円の減額

は、第４款国庫支出金でご説明いたしました分を一般会計繰入金から減額するものでございます。 

 次の１２ページ、１３ページをお開きください。 

 ３の歳出についてご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費６１２万円につきましては、２節給料、３節職員

手当等、４節共済費は会計間の職員異動等によるものでございます。 

 次の１４ページ、１５ページをお開きください。 

 補正予算給与費明細書で職員数を１名ふやしておりますが、これは国民健康保険事業担当職員１名を

介護保険事業担当職員としたことによるものでございます。 

 続きまして、議案第８５号「平成３０年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」に

ついてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開きください。 

 ２の歳入からご説明いたします。 

 第４款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金７６万３,０００円の減額は、会計間の職

員異動等によるものでございます。 

 次のページ、１２ページ、１３ページをお開きください。 

 ３の歳出についてご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費７６万３,０００円の減額は、会計間の職員異動

等による２節給料、３節職員手当等、４節共済費のそれぞれの減額でございます。 

 以上で保険課所管の説明を終わります。 

○議長【田村 稔君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、議案第８６号「平成３０年度上三川町公共下水道事業特

別会計補正予算（第２号）」から議案第８８号「平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１

号）」の歳出の人件費につきましては、会計間の異動に伴うものでございますので、省略をさせていた
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だきます。 

 それでは、議案第８６号「平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いてご説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 まず歳入でございますが、第４款第１項１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金１９６

万５,０００円の減額につきましては、公共下水道事業歳出の減額に伴うものでございます。 

 次に、歳出についてご説明いたします。 

 １２、１３ページをお開きください。 

 第１款第１項１目一般管理費３５３万３,０００円のうち２７節公課費１２５万４,０００円につきま

しては、９月の確定申告による納付額の確定に伴う増額でございます。 

 以上で、平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の説明を終わります。 

 続きまして、議案第８７号「平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」

についてご説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 歳入でございますが、第３款第１項１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金１０５万２,０００円

は、繰越金の確定と歳出予算の減額に伴う補正でございます。 

 次に、第４款第１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金５１２万４,０００円は、前年度繰越金

の確定による補正でございます。 

 次に、歳出についてご説明いたします。 

 １２、１３ページをお開きください。 

 第１款第１項、失礼しました。第２項施設管理費、１目施設管理費、１５節工事請負費５０３

万１,０００円につきましては、北東部地区クリーンセンターの曝気攪拌装置が経年劣化による故障の

ために、交換に要する増額補正でございます。 

 以上で、平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について説明を終わり

ます。 

 続きまして、議案第８８号「平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」についてご説

明いたします。 

 補正予算書の１２、１３ページをお開きください。 

 収益的支出の第１款水道事業費用、第１項営業費用、１目原水及び浄水費の人件費につきましては、

会計間の異動によるため省略をさせていただきます。２目配水及び給水費、２節手当９万５,０００円

のうち４万３,０００円につきましては、漏水件数の増加に伴う対応等にかかわる時間外手当の増額で

ございます。 

 以上で、平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明を終了いたします。 

○議長【田村 稔君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。１４番、稲葉

弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 一般会計なんですけど、２５ページなんですけども、先ほど課長から説明が
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あったんですけども、教育費の何か小学校費の中で、教育振興費の中で、扶助費ってことで１１４

万５,０００円ですか、増加してるってことなんですけども、この内容ですね。何人ぐらいにふえたの

か。 

○議長【田村 稔君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 当初予算では７９名ほど認定者として見込んでおりましたとこ

ろ、１０月１日現在で１０２名の認定の状況になっております。 

 以上です。 

○議長【田村 稔君】 その他質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから順次、採決いたします。 

 まず、議案第８２号「平成３０年度上三川町一般会計補正予算（第５号）」について、原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８２号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８３号「平成３０年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８３号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８４号「平成３０年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」を原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８４号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８５号「平成３０年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８５号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８６号「平成３０年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）」を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８６号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８７号「平成３０年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８７号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８８号「平成３０年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【田村 稔君】 起立全員です。したがって、議案第８８号は、原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 お諮りいたします。会議規則第４６条第１項の規定により、常任委員会に付託

しました議案第６８号から議案第８１号までについては、１２月１１日までに審議を終了するよう期限

をつけることにしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【田村 稔君】 異議なしと認めます。したがって、議案第６８号から議案第８１号までについ

ては、１２月１１日までに審査を終了するよう期限をつけることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【田村 稔君】 本日はこれで散会といたします。 

 なお、明日は午前１０時から一般質問を行います。お疲れさまでした。 

午前１１時５５分 散会 


